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←「昔ながらのオムライス」
　新鮮なたまごを弱火で
じっくり焼き上げ、ふんわ
りとした食感が特徴です。

　今回は、当別の老舗喫茶店の
後を受けて4年前にオープンし、
町の喫茶店として親しまれている
「喫茶ここ」店長の尾形有紀さん
にお話をお聞きしました。

夢を叶えるために北海道へ夢を叶えるために北海道へ

　出身は山形県。大学卒業後、作
業服・作業用品店に就職しました
が、喫茶店を出店したいという夢
を叶えるため、社会人 3年目に
一念発起して会社を退職し、カ
フェの専門学校のある札幌へ。専
門学校卒業後も、定食屋さんなど
1日 3 軒掛け持ちして料理の勉
強をしました。そんな時、縁があっ
て札幌の老舗喫茶店で修行させて
いただく機会があり、そのお店の
落ち着いた雰囲気、コーヒーの香
り、ゆっくりと流れる時間に魅了
され、レトロな喫茶店を出店した
いと思うようになりました。

皆さんのお役に立ちたい皆さんのお役に立ちたい

　夢は喫茶ここの「全国展開」で
す。心に病を抱えてしまった方が、
喫茶ここのような小さなお店で働
き、少しずつ自分たちで生活でき
るように支援していく、そうした
社会貢献ができればと考えていま
す。これはオーナーが当初から掲
げている夢なのですが、まずは当
別で一つのモデルを確立し、いつ
か全国に展開できればと思いま
す。私も実家のある山形に喫茶こ
こ2号店を出店してみたいです。
　私の個人的な目標は「町長」に
なることです笑 町長というのは
少し大げさな表現でしたが、町長
のように町民の誰もが知ってい
て、愛され、お役に立てるお店や
人になりたいと思っています。小
さな喫茶店ですが、皆さんの生活
の一部になれたら幸いです。

「自家製ぷりん」→
　こだわりたまごの濃厚さが
ぷりんの味を引き立てます。
　　　　　　（1日8個限定）

町内の空き店舗を利活用町内の空き店舗を利活用

　独立を考えた時に相談したの
が、前職の上司でとてもお世話に
なっていた現・喫茶ここオーナー
の中山裕介さんです。中山さんは

退職後にカウンセリングのお仕事
をされていて、心の病を患った方
が何気なく会話ができる場があれ
ば、うつ病の予防につながるので
はないかということで、一緒に喫
茶店を始めることになりました。
中山さんの奥様が当別出身という
こともあり、接客などのサポート
をしてくれることに。現在は私と
奥様でお店を切り盛りし、オー
ナーが企画やチラシのデザインを
担当して共同経営しています。

お客様の声を大切にお客様の声を大切に

　2018 年 11 月に喫茶ここが
オープン。当初は売上が苦しい時
期もありましたが、オムライスを
何度も食べに来てくれるお客様が
多かったので、オムライスを極め
ようと決意しました。オムライス
のメニューを約 10種類まで増や
すのと同時に、定番のオムライス
に改良を加えました。初めは半熟
でとろっとしたオムライスをメイ
ンに提供していたのですが、お客
様から少し固めに焼いてほしいと
いう声があったので、ケチャップ
ライスを卵で包み込む昔ながらの

スタイルに変更。これが功を奏し
て、喫茶ここの看板メニューとな
りました。今でもお客様の反応を
よく観察するようにして、お客様
の声をメニューやサービスに取り
入れるように心がけています。
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